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アメリカ合衆国における障害のある子どもの教育権と個別教育計画
一 特殊教育関連サービスの提供に関する係争事例の検討 -
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Di ,及び四肢麻痔のための継続)489i T 1t t tsrcv aro. , 障害のある子どものための特殊学級に在籍する生徒
的な看護サービスの提供を争ったギヤレット裁判 に対して学校区による差別があったと指摘した｡申
し立てにおける主要な論点は,｢特殊学級の生徒がmmu yS Di i Gt tsrcv.h lcooitnCodsd R icear ap( arret 
 
不適切な管理の下,安全でない環境におかれていた1999のいずれも関連サービスの提供に関する範
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る生徒に提供していなかったのかどうか｣(論点 3))から関連サービスをめぐる
係争事例を取り上げ,その報告原文に基づいて論点 の 3点にあった｡ 
と課題を整理する｡ 特に,関連サービスの提供に関 OCRは 1973年 リハ ビ リテ ー シ ョ ン法 
わる論点を明らかにするために,個別教育計画の内 0tcio
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容が議論された 2つの係争事例を報告する｡ 0の申し立てを調査した｡54条項は連邦政府による
財政支援を受けているプログラムや活動において,
Il.カリフォルニア州コノクチ統一学校区における 障害に基づ く差別を禁止している｡ 99
bsatircans
また,1 0年
アメリカ障害者法 (Ame wihDi事例 i Aestili ct, 
1)概要 RcADA)のタイトル Ⅲに基づき,o は指定機関と
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クチ統一学校区において IPに記載のある関連サー 学校区は教育省から資金を受け取っており,54条
殊学級に在籍している重度の障害のある生徒に対し CRは学校区の管理者,学校心理士 ,言語療法O 
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て,IEPチームは 2003年 1月 19日にミーティング
を予定した｡
原告は,2003年 1月 6日にアセスメント実施計画
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2年 10月 7日,原告は,校長に手紙を送付し, 味であったがために,法的に要求された教育的な支
E援が不履行となった｡先行研究においては,IPの
常の身体活動を楽しむことを許可して欲しいと要求 記載内容が子どものニーズを十分に捉えていなかっ
たり ( dAlE i Dspn emoan, ,
生徒がレクリエーションの時間に,級友と一緒に通
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